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振動台模型実験による改良型ジオセル補強盛土の

耐震性の検討

研究概要
本研究では、補強盛土における引張り補強材として改良型ジオセルの適用可能性を探るため、背面盛土を改良型

ジオセルで補強した擁壁とジオグリッドで補強した擁壁、及び従来型無補強擁壁の地震時安定性を、振動台実験に

より比較した。盛土材には珪砂7号（D50=0.18mm）を用いて気中落下法により相対密度約90%で作製した。

ジオグリッド模型（リン青銅） 改良型ジオセル模型（H=25)

Geo-disaster Mitigation Engineering

擁壁の破壊状況と破壊加速度 a）従来型擁壁 b)ジオグリッド補強土擁壁 c)改良型ジオセル補強土擁壁

各擁壁の地震時安定性

振動台加速度と a)背面盛土沈下量の
関係  b)擁壁の底面水平変位量の関係 

c)擁壁の転倒角の関係

 従来型擁壁は488gal、ジオグリッド補強土擁壁は790gal、改良型ジオセ

ル補強土擁壁は877galで崩壊した。重力式擁壁が脆性的に破壊したのに対

し、各補強土擁壁は破壊に至るまで大きな変形性能を示した。

 改良型ジオセル補強土擁壁はジオグリッド補強土擁壁と比較して背面盛

土の沈下量を抑制できており、より高い耐震性能を発揮している。

 ジオグリッド補強土擁壁とジオセル補強土擁壁の底面における擁壁の水

平変位量にあまり差は見られないが、転倒角についてはジオグリッド補強土

擁壁の方が大きくなるタイミングが早い。これはジオグリッドの方がより低い

振動台加速度で背面盛土から引抜けている可能性を示唆している。

振動台模型実験概要図

a b c

改良型ジオセルは補強盛土における引張り補強材として適
用可能であり、比較的高い耐震性能を発揮する
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